	Agilent　Technologies 輸出連絡　/　該非判定依頼書

	輸出連絡／該非判定書 ご依頼者様情報
	
	＜依頼書送信先＞

安全保障貿易管理室

E-Mail:　exportcontrol_japan@agilent.com　　　　　　　

	会社名
	Princess M Classic
	
	

	部署名
	
	
	

	ご担当者名
	坊垣生也
	
	

	TEL
	075-201-7724
	
	

	※　製品納入前・後に○印をつけてください。
	
	納入前
	
	納入後（ご購入後）

	《通信欄》



	＜お願い＞2ページ目以降の「ご記入のお願い」 及び 「記入要領」をご参照の上、ご記入ください。

	


	記入日：　　　　　2018　　年　　9　　月　　27　　日

	Agilent　Technologiesとのご契約先又は輸出者

	会社名（和名）　プリンセスエムクラシック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（英名）　Princess M Classic　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	部署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ご担当者名：　　　　坊垣生也　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	（〒　　612　　－　　8487　　　）
住所：　　　京都市伏見区羽束師菱川町105　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	TEL：　　　075-201-7724　　　　　　　　　　　　　　　

FAX：　　　075-201-7724　　　　　　　　　　　　　　　

	海外のエンドユーザ　注）輸入者や再販者があれば備考欄へ

社名（英語）　　　SUZHOU ANXIN Analysis instrument.co.Ltd　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住所（英語） no.211,room 2206,building 2, Suzhou mudo town,wuzhong district of the pearl river south jiang su　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国名（経由国があれば備考欄へ）　　　China　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  tel. 13771789040

	キャッチオール規制チェック　　次の(1),(2)について、　” はい ”　　または　　” いいえ ” を　〇で囲んで下さい。

(1)-1　End Userは、大量破壊兵器（核、生物・化学兵器、ミサイル）の開発や製造や使用に、関与していた／している／しようとしていると思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（はい　・　いいえ）   
(1)-1　End Userは、軍・警察関連組織である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（はい　・　いいえ）
(2)   最終用途は、大量破壊兵器の開発や製造や使用である、又は、そのような懸念がある。　　　  （はい　・　いいえ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	最終用途の記述　注）必ずご記入ください
　分析装置として使用する　（依頼分析、教育等）

	Agilent Technologies製品に関する情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）見積書又は注文請書の写し添付可。

	製品番号（P/N）
	製品名
	シリアル番号

	
	5973insert
	US33210064

	
	6890
	CN10344025

	
	MSD SL
	US34400194

	該非判定書　送付先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　該非判定書の発行には通常1週間 (5営業日) 頂いております

	会社名
	Princess M Classic
	部署名
	

	ご担当者様名
	坊垣生也
	メールアドレス
	bogey@princessm.jp

	· 該非判定書（PDF）は電子メールでお送りします。受け取りが難しい方は、郵送またはFAXにてお送りしますのでご記入ください。

	　　　　　　（　〒　　  　　　－　　 　　 　）
送付先住所：
	FAX:

	備考欄



	Agilent 記入欄：　O/N　
	


Agilent Technologies輸出連絡／該非判定依頼書ご記入のお願い

平素からのお引き立てを心からお礼申し上げます。
当フォームは、輸出連絡ならびに該非判定依頼書としてご利用いただけます。
1ページ目に必要事項をご記入の上、弊社担当窓口もしくは営業担当者までご提出ください。
１．輸出連絡票
弊社の製品・部品・ソフトウェア・技術は、米国の輸出・再輸出規制関連法令が適用されます。ご注文の際に輸出することが予め分かっている場合は、米国再輸出規制にかかる社内審査を行いますので、当フォームに1ページ目に必要事項をご記入の上、担当営業にお渡しください。
審査の完了は製品の納品をもって代えさせていただきます。

２．該非判定依頼書
当フォームに記載された内容に基づき、外国為替及び外国貿易法（外為法）に基づく弊社製品の該非に関する判定書を発行致します。（16項に係る判定は除かせて頂きます。）合わせて、米国再輸出規制にかかる社内審査を行います。審査の完了は、判定書の発送をもって代えさせていただきます。
なお、弊社ICP質量分析器は日本製であり、米国技術を使用していないため米国法の規制を受けません。（米国に一旦輸出されたなどの場合を除きます）

該非判定書の発行は輸出する貨物に限らせていただきます。社内管理用に必要な場合は、安全保障貿易管理室までE-Mailにて別途お問い合わせ下さい。
· 該非判定書の発行には通常1週間（5営業日）いただいております。緊急のご依頼への対応はいたしかねますので、余裕をもってご依頼ください。
· システム製品などで他社製造の製品（PCやプリンター等）が含まれる場合は、お客様にて各社様へお問い合わせ下さい。また、その際には当該依頼書の備考欄に依頼中である旨をご記載下さい。
· 弊社製品を輸出する際は、お客様の責任において外為法ならびに関連法令を遵守下さい。
３．当フォーム送信先／お問い合わせ先
当フォームは電子メールにて下記宛先までご送信下さい。ご送信いただく際は、1ページ目のみお送りください。
また、当フォームに関するお問い合わせも下記にて承ります。
· 安全保障貿易管理室
E-Mail：　exportcontrol_japan@agilent.com
· お電話でのお問い合わせ
フリーダイヤル ： 　0120-477-111　
（フリーダイヤルをご利用いただけない場合は　TEL ： 042-656-7884 をご利用ください。）
受付時間　9：00 ～ 12：00、13:00 ～ 18:00 （土日祝祭日、年末年始を除く）
【　個人情報の取り扱いについて　】
弊社は、お客様からご提供いただく個人情報を、お客様との取引を遂行し、お客様へ連絡をし、お客様へのサービスや特典に関する情報を更新するなど、お客様により良いサービスを提供するためにのみ使用いたします。詳細は、弊社の「カストマ・プライバシー・ステートメント」(http://www.agilent.co.jp )から「プライバシー」を選択)をご覧ください。

　

記入要領

１．海外のエンドユーザ 
エンドユーザ（最終使用者）とは、実際に使用する法人､個人、団体等です。例えば、本社で一括購入し、工場や事業所で実際に使用する場合には後者を指します。商取引の通常の活動で知り得た範囲で結構です。

住所は、原則として、街路名(Avenue/Street/Road)及び番地が必要です。
※　P.O.Box　（私書箱）は、記載しないで下さい。不正輸出の一手段とみなされるからです。

英文で記載します。さらに、中華人民共和国のように漢字名のあるところは併記して下さい。
海外のエンドユーザに到着するまでに海外の輸入者や再販者が関わる場合には、備考欄にそれらの名称及び住所を記入します。 

２．最終用途チェック

「最終用途」の「最終」とは、製品の行き着く先（到着先）を指し、「最終用途」とは、そこでの用途を言います。そして、通常の商取引において知り得た範囲で結構です。輸出する製品が、直接・間接的に大量破壊兵器や通常兵器になんらかの関係をするか？否か？がポイントになります。

３．最終用途の記述

次表のキー・ポイントを参考にして箇条書きにするか、又は例文を参考にしてキー・ポイントを一文にまとめて下さい。

	キー・ポイント
	例 １
	例２

	エンドユーザの特質・特徴を的確に
	パーソナル・コンピューター用のハードディスクドライブの世界的なメーカー
	移動無線電話の修理

	Agilent製品を使用する業務・行為を明確に
	ハードディスクドライブの製造に使用する
	セルラー型移動無線地域局の保守に使用する

	これら業務・行為の目的 
	ハードディスク上にセクターやトラックを設定し、記憶単位を構築する
	移動電話サービス

	どのようにしてAgilent製品がこれら業務・行為における役割を果たすか？
	Agilent製品の位置決め確度の０．５マイクロメータにより、ハードディスク上に高密度の記憶容量構築する
	Agilent製品の周波数帯域２GHｚにより、キャリヤーをカバーする


例文１：

エンドユーザは、ハードディスクドライブの世界的なメーカーであり、 Agilentのモデルｘｘｘｘの位置決め精度の0.5マイクロメータにより、高密度の記憶容量を有するハードディスクドライブの生産に使用する。 

例文２：

エンドユーザは、セルラー電話基地局を輸出先国に展開しており、 Agilentのモデルｘｘｘｘの周波数帯域 2ＧＨｚにより、セルラー無線機のキャリヤーのカバーが可能であり、保守に使用する。

４．該非判定書送付先
該非判定書（PDFファイル）は電子メールにて送付させていただきますので、メールアドレスを明記下さい。
電子メールによる受け取りが難しいは、郵送またはFAXでお送りさせていただきます。住所またはFAX番号をご記入ください。
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